














要約:食物摂取の実際量に近づけ、なお簡易で制度の高い食習慣調査票を開発し、それを用

いて高脂血症、肥満の食事性因子を解析した。1)6 年間の症候発現に関連の高い食品群は

肥満では全般的に菓子類の摂取が高く、肉類、牛乳の摂取傾向も同じであった。2)栄養素

摂取からは動物性食品、脂肪酸の摂取に同じ傾向がみられた。3)肥満では乳類、魚類、菓

子類、過食等の要因がみられるが、高脂血症の場合には食事性の影響は強く現れてこなか

った。4)脂肪酸等の摂取量を算出するために食品群別荷重平均成分値を作成した。 


